
 

 

2023年 

福岡県・佐賀県・長崎県・熊本県 

自転車競技選手権大会 ロードレース 

＜テクニカルガイド＞ 

Ver.2023-0526 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



■ 大会特別規則 ＜共通事項＞ 

１ 大会名 福岡県・佐賀県・長崎県・熊本県 自転車競技選手権大会 ロードレース 

JCF競技規則2023年版、実施要項、および本大会特別規則により実施する。本大会のための特別規則であり、他の競技大会に適用さ

れたり、先例となるものではない。 

２ 競技日程 

   2023年5月27日（土） 

 

３ 大会本部 

HSR九州 サーキットコース 管理棟３F 両会場とも競技日程に記載される公式イベント開始1時間前から、イベント終了1時間後の

間設置する。 

 

 



４ コミッセール・パネル 

競技運営委員長 中田 将次 （一社）熊本県自転車競技連盟 理事長 

総務委員長 和田 徹也 （一社）熊本県自転車競技連盟 理事 

審判長  安達 健太郎 熊本県高体連自転車競技専門部 専門委員長 

５ 参加資格 

実施要項（ver.2023-0421）※以下、実施要項 4 参加資格による。 

６ 参加申込 

実施要項 10 参加申込による。 

７ 競技者（監督）受付・登録 

実施要項、競技日程の時間内に、ライセンスコントロールを受けること。2023年有効のライセンスの提示を条件にゼッケンを配布する。 

ライセンス不携帯の際は,参加料（エントリー料）の 50%相当をペナルティとして徴収する。 

８ 実施種目 

実施要項 7実施種目に準ずる。 

９ 使用機材 

公益財団法人日本自転車競技連盟競技規則2023年版に準ずる。 

・JCF公認ヘルメット、もしくはJKA認定品（競輪用）とする。今大会においては、公認シールのないものは使用できない。 

・チーム（競技者・監督・メカニシャン）の責任で競技規則 規定内に調整の上、参加のこと。 

競技規則の例外適用（身体形態上の理由）の申請は、受付時までとする。  

申請は、競技者が使用する自転車と共に審判長まで申し出ること。（書類は不要） 

１０ ユニフォーム（ジャージ・パンツ） 

所属するチームの登録されたユニフォームを着用すること。高体連に加盟のチームは、登録されたユニフォームを着用すること。 

１１ 賞典 

実施要項8 表彰 により行う。  

１２ 救急措置 

競技中の負傷疾病について、現場における応急措置を用意するが、以後の措置については参加者自身の責任によって行うこと。 

大会本部に医務・救護所を設置する。  参加者は健康保険証を必ず持参すること。 

参加者は各自でスポーツ安全協会等の保険に加入すること。 

１３ 受付け・招集 

各カテゴリースタート予定時刻60分前までに受付を完了、スタート時刻5分前には大会本部棟横に待機すること。 

１４ 大会アナウンス（コミュニケの配布・配信） 

大会進行は、アナウンスにより行う。また、コミュニケ等の配信については、紙媒体での配布は行わず、下記SNSにて配信する。 

公式  Twitter 公式 ホームページ 公式  facebook 

   

 



１５ 個人情報の取り扱い 

選手、応援者及び競技役員等の大会参加者の個人情報（画像、映像、音声データ等）については、本大会に帰属するとともに、大会

の普及活動に利用する以外の目的に利用することはない。 

 

■ 大会特別規則 ＜ロードレース＞  

RR1 コース 

 HSR九州サーキットコース（2.35km/1周）を右回りで使用する。 右回りと左回りがあるので確認のこと。 

RR2 距離 

 インディヴィデュアル・ロードレースとして行う。距離については、競技日程を参照のこと。 

※荒天時の距離短縮等は当日の状況により決定する。 

RR3 順位の決定 

 順位の決定：規定の距離（周回）を完走した競技者の着順（前輪前端）により決定する（規則違反を除く） 

RR4 スタート 

 号砲による一斉スタートとする。 

RR5 随行車両 

 COM１（4輪）MOTO１（2輪）、INFOMOTO（2輪）、MOTO２（2輪）SUG１（4輪） 計5台（予定） 

必要により、MEDIAMOTOが加わる。 

RR6 ニュートラルエリア 

 N1、N2、N3、N4エリアに限り、機材交換を認める。 ※女子も同様 

予め登録された者のみコース内への立ち入りを認める。該当する者はS/F地点の役員に申告してからコースに入ること。 

コースに入る際は、大会本部発行の IDカード着用のこと。登録された者以外からの機材交換はペナルティ（降格、失格）の対象と

する。ニュートラルエリアへの機材搬入等は徒歩にて行うこと。チームカーの随行は認めない。 

レース中の随行車両による、ニュートラルサービスは行わない。 

RR7 競技からの除外 

 登録者カテゴリーにおいては、８位の選手を含む集団より、1周回遅れた選手は原則レースより除外する。 

但し、3位までの選手が含まれる場合はレースの継続を認める（リザルトはマイナス周回で処理する）※女子も同様とする。 

競技途中で自ら棄権、失格した選手は、S/F地点の競技役員にその旨を伝え、直ちにコースから離脱すること。 

なお、自力で戻る際は、レースの妨げにならないようコース左側を徐行（逆走は禁止）し、受付で計測チップを返却すること。 

RR8 フィニッシュ 

 管理棟前のフィニッシュラインにて最終順位を決定する。 

最終周回はコースを周回せず、指定された順路で選手ピットに戻り、速やかにバイクチェックを受けること。 

RR9 補給 

 原則、飲食料の補給は認めない。 

RR10 ゼッケン 

 受付で配布する「ロード用」のゼッケンを使用すること。 

RR11 遵守義務 

 コース内での飲食物、ボトル等の投棄を禁止する。飲料・ボトル・衣類等は「N１～N4」エリアの路肩に安全に配慮して置くこと。 

また、飲食物の携帯、補給に際して「ガラス製容器」の使用は禁止する。 

RR12 バイクチェック 

 男子は上位10名程度、女子は全ての選手に対して、フィニッシュ後、バイクチェックを行う。 

レース後のバイクチェックでレギュレーション違反が発覚した際は、失格もしくは降格の対象とする。  



RR13 自転車 

 チーム（競技者・監督・メカニシャン）の責任で競技規則 の各規定内に調整のうえ、参加のこと。 

競技規則の例外適用（身体形態上の理由）の申請は、受付時に申し出ること。 

申請は、競技者が使用する自転車と共にチーフコミッセールまで申し出ること。（書類は不要） 

レース前、レース中に拘わらず、整備不良と見なされた自転車は、役員の判断により、競技より除外する。 

RR14 出走サイン 

 感染症対策により、今大会のインシート（招集）は行わない。スタート前の計測チップの確認により出走意志ありとみなす。 

RR15 オンボードカメラ 

 オンボード・カメラは、禁止とする。 

RR16 無線機 

 スタッフと選手間での、無線・遠隔通信機器の使用は、禁止する 

RR17 ドローンの飛行 

 本大会の競技等を撮影する目的のドローンの飛行は、主催者が行う場合を除き認めない。 

RR18 賠償責任 

 主催者は、レース中、試走中の事故等について、予め加入している保険の限度額を超える損害賠償の責任を負わない。 

競技者は、本大会の競技及び試走中の事故等に適用される賠償保険及び傷害保険に加入すること。 

RR19 計測チップ（トランスポンダ） 

 計測に使用するトランスポンダの受信状態を点検するので、試走の際は必ずトランスポンダを装着して行うこと。 

RR20 会場配置図 
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